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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第136期

第１四半期
連結累計期間

第137期
第１四半期
連結累計期間

第136期

会計期間
自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日

自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日

自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日

売上高 (千円) 6,146,620 5,780,170 24,645,979

経常利益 (千円) 117,500 94,543 451,047

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 74,814 53,169 286,466

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 74,753 100,531 366,294

純資産額 (千円) 4,231,414 4,592,842 4,523,242

総資産額 (千円) 15,707,156 15,928,178 15,709,194

１株当たり四半期(当期)
純利益

(円) 19.21 13.65 73.54

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 26.9 28.8 28.8
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

４.「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）等を適用し、当第１四半期連結

累計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済政策や株高基調などを背景に企業収益は改善

傾向を維持し、雇用環境も改善するなど緩やかな回復基調となりました。また、一方では、消費税率引き上げ後の

個人消費の長期的な低迷や円安進行に伴う輸入原材料価格の上昇など依然先行きは不透明な状況が続いています。

当社グループ事業との関連が深い国内の住宅市場におきましては、住宅取得に対する税制優遇政策や住宅ローン

の金利が低い水準で推移していることなどにより、消費税増税に伴う反動減から緩やかに持ち直しており、新設住

宅着工戸数は23万5千戸（前年同期比7.6％増）となりました。しかしながら、木材事業に特に関係が深い持家や戸

建分譲住宅は昨年と同様低い水準が続いています。

このような状況のなか、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高は57億8千万円（前年同期比6.0％減）、営

業利益は7千6百万円（同19.1％減）、経常利益は9千4百万円（同19.5％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益

は5千3百万円（同28.9％減）となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

木材事業では主に木造戸建住宅の構造材・羽柄材を扱っております。消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反

動減が長引き、持家や戸建分譲住宅の市況が低迷したため、プレカット製品やツーバイフォー用材などの売り上げ

が減少しました。売上高は44億5千3百万円（前年同期比7.8％減）、セグメント損失は6百万円（前年同期はセグメ

ント利益2千6百万円）となりました。

物流事業では主に子会社の東洋陸運株式会社が住宅関連資材の運送事業及び荷役事業を行っております。戸建住

宅市場低迷のなか、営業全般にわたる見直しと燃料価格の低下などにより、売上高は11億9百万円（前年同期比

1.8％減）と減少しましたが、セグメント利益は5千2百万円（同28.8％増）となりました。

不動産事業では賃貸用倉庫や賃貸用マンション等の賃貸業の他、平成26年９月からは太陽光発電売電事業を行っ

ております。売上高は7千2百万円（同26.1％増）、セグメント利益は2千4百万円（同8.2％増）となりました。

木材害虫防除関連事業では防除用薬剤の製造・販売や防除工事等を行っております。消費税増税に伴う反動減の

影響が収まり、売上高は1億4千4百万円（同10.6％増）、セグメント利益は1千6百万円（同3.9％増）となりまし

た。

 

(2) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は6,702千円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 16,560,000

計 16,560,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成27年6月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年8月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,140,000 4,140,000
名古屋証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は1,000株であり
ます。

計 4,140,000 4,140,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

　

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年６月30日 ― 4,140 ― 207,000 ― 4,299
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成27年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ―  ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

（自己保有株式）
 普通株式

15,000
（相互保有株式）
 普通株式

778,000

― ―

完全議決権株式(その他)
 普通株式

3,313,000
3,313 ―

単元未満株式
 普通株式

34,000
― ―

発行済株式総数 4,140,000 ― ―

総株主の議決権 ― 3,313 ―
 

(注) １．単元未満株式数には、大日コンクリート工業株式会社保有の相互保有株式839株及び当社保有の自己保有株

式827株が含まれております。

２．当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日(平成27年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 

② 【自己株式等】

  平成27年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
大日本木材防腐株式会社

 
名古屋市港区千鳥
一丁目３番17号

15,000 ― 15,000 0.36

(相互保有株式)
大日コンクリート工業 
株式会社

 
名古屋市中区錦
一丁目10番20号

778,000 ― 778,000 18.79

計 ― 793,000 ― 793,000 19.15
 

 

２ 【役員の状況】

 該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成27年４月１日から平成

27年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、栄監査法人により四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,038,414 2,204,699

  受取手形及び売掛金 3,751,037 3,670,581

  商品及び製品 1,219,751 1,226,622

  仕掛品 49,977 47,912

  原材料及び貯蔵品 475,767 462,717

  未成工事支出金 52,215 139,262

  その他 276,057 349,778

  貸倒引当金 △7,100 △6,300

  流動資産合計 7,856,121 8,095,273

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 2,622,266 2,619,859

   土地 2,253,030 2,253,030

   その他（純額） 740,524 688,596

   有形固定資産合計 5,615,821 5,561,486

  無形固定資産   

   のれん 138,711 119,633

   その他 15,330 14,505

   無形固定資産合計 154,042 134,139

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,884,549 1,950,933

   その他 242,459 230,045

   貸倒引当金 △43,800 △43,700

   投資その他の資産合計 2,083,209 2,137,279

  固定資産合計 7,853,072 7,832,904

 資産合計 15,709,194 15,928,178
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 3,955,192 3,812,281

  電子記録債務 1,516,380 1,711,707

  短期借入金 2,495,324 2,741,323

  未払法人税等 61,845 35,205

  賞与引当金 172,027 82,241

  その他 472,429 565,542

  流動負債合計 8,673,199 8,948,301

 固定負債   

  長期借入金 1,559,990 1,418,405

  役員退職慰労引当金 183,153 186,516

  退職給付に係る負債 189,356 188,073

  資産除去債務 12,100 12,150

  その他 568,152 581,888

  固定負債合計 2,512,752 2,387,033

 負債合計 11,185,952 11,335,335

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 207,000 207,000

  資本剰余金 4,544 4,544

  利益剰余金 4,175,792 4,198,030

  自己株式 △100,222 △100,222

  株主資本合計 4,287,115 4,309,353

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 237,557 280,355

  繰延ヘッジ損益 △1,430 3,133

  その他の包括利益累計額合計 236,127 283,489

 純資産合計 4,523,242 4,592,842

負債純資産合計 15,709,194 15,928,178
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

売上高 6,146,620 5,780,170

売上原価 5,448,509 5,121,346

売上総利益 698,110 658,823

販売費及び一般管理費 603,803 582,563

営業利益 94,306 76,260

営業外収益   

 受取利息 6 7

 受取配当金 5,004 5,485

 為替差益 2,482 113

 持分法による投資利益 22,632 14,277

 雑収入 3,116 7,117

 営業外収益合計 33,242 27,001

営業外費用   

 支払利息 6,972 6,403

 手形売却損 3,077 2,316

 営業外費用合計 10,049 8,719

経常利益 117,500 94,543

特別利益   

 固定資産売却益 3,087 1,248

 特別利益合計 3,087 1,248

特別損失   

 固定資産除却損 7,610 2,661

 特別損失合計 7,610 2,661

税金等調整前四半期純利益 112,977 93,130

法人税等 38,162 39,961

四半期純利益 74,814 53,169

親会社株主に帰属する四半期純利益 74,814 53,169
 

EDINET提出書類

大日本木材防腐株式会社(E00623)

四半期報告書

 9/16



【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

四半期純利益 74,814 53,169

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △1,631 34,447

 繰延ヘッジ損益 102 4,563

 持分法適用会社に対する持分相当額 1,467 8,350

 その他の包括利益合計 △60 47,362

四半期包括利益 74,753 100,531

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 74,753 100,531
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

（会計方針の変更）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を、当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する

当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用

として計上する方法に変更いたしました。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合につ

いては、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の

四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更を行っておりま

す。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結

財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）

及び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の

期首時点から将来にわたって適用しております。

なお、当第１四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。
 

 
(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 
当第１四半期連結累計期間

(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

税金費用の計算 当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率

を合理的に見積もり、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算

する方法を採用しております。
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

受取手形割引高 938,548千円 776,239千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日)

減価償却費 73,418千円 85,610千円

のれんの償却額 19,077千円 19,077千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日
定時株主総会

普通株式 41,235 10.0 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日
定時株主総会

普通株式 30,931 7.5 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：千円)

 
報告セグメント

調整額
(注) １

四半期連結
損益計算書
計上額
(注) ２木材事業 物流事業 不動産事業

木材害虫防
除関連事業

計

売上高        

 外部顧客へ
 の売上高

4,828,790 1,129,800 57,194 130,834 6,146,620 ― 6,146,620

 セグメント間の
 内部売上高
 又は振替高

― 30,553 ― ― 30,553 △30,553 ―

計 4,828,790 1,160,354 57,194 130,834 6,177,174 △30,553 6,146,620

セグメント利益 26,014 41,048 22,469 15,517 105,049 △10,742 94,306
 

(注) １．セグメント利益の調整額△10,742千円のうち、△11,342千円はのれん償却額であり、600千円はセグメント

間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：千円)

 
報告セグメント

調整額
(注) １

四半期連結
損益計算書
計上額
(注) ２木材事業 物流事業 不動産事業

木材害虫防
除関連事業

計

売上高        

 外部顧客へ
 の売上高

4,453,566 1,109,808 72,143 144,651 5,780,170 ― 5,780,170

 セグメント間の
 内部売上高
 又は振替高

― 23,824 ― ― 23,824 △23,824 ―

計 4,453,566 1,133,632 72,143 144,651 5,803,994 △23,824 5,780,170

セグメント利益
又は損失(△)

△6,323 52,851 24,316 16,122 86,966 △10,706 76,260
 

(注) １．セグメント利益又は損失(△)の調整額△10,706千円のうち、△11,342千円はのれん償却額であり、636千円

はセグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日)

   １株当たり四半期純利益金額 19円21銭 13円65銭

  (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 74,814 53,169

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

74,814 53,169

   普通株式の期中平均株式数(株) 3,895,088 3,895,740
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年８月６日

大日本木材防腐株式会社

取締役会  御中

 

栄監査法人
 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士   澤   田         博   印

 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士   林         浩   史   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大日本木材防腐

株式会社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成27年４月１日か

ら平成27年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年６月30日まで)に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、大日本木材防腐株式会社及び連結子会社の平成27年６月30日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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